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大阪平野を対象としたレシーバー関数解析
Receiver function analysis for the Osaka plain, southwestern Japan
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大阪平野に設置された強震計および震度計（以下，まとめて地震計と記す）を用いてレシーバー関数を計算した．レ
シーバー関数を計算する前段階として，地震計の水平成分の設置方位を検証した．具体的には，既に設置方位が現場測
定にて明らかとなっている関西地震観測研究協議会の地震計を基準とし，これらの地震計での記録と，他の地震計で収
録された記録との相互相関関数を計算した．その結果，観測点によっては 40-50度回転して設置されていることが明ら
かとなった．この設置方位を考慮して，宗田ほか (2001)による手法を用いてレシーバー関数を計算した．地震基盤にお
ける P->S変換波が多くの観測点で明瞭に確認された．この変換波が出現する時刻を，J-SHISのモデルから予測される
出現時刻とを比較したところ，北側および東側の平野端付近の観測点において，予測値が観測値よりも小さいことがわ
かった．この違いは，地震基盤のモデル化手法の影響を受けていると考えられる．J-SHISモデルはスプライン関数を元
にしているため，表現される盆地形状は滑らかにならざるを得ない．しかし，物理探査で明らかになっているように，盆
地の北側あるいは東側では，ある程度 (およそ深さ 1 km前後）の深度を保ったまま堆積盆地の底が盆地端まで伸び，鉛
直あるいは盆地側にオーバーハングする断層により盆地は限られている．すなわち，これらの盆地端では，スプライン
関数では表現が難しい急峻な構造を有しており，このため，実際の構造とモデルとが乖離してしまっていると考えられ
る．兵庫県南部地震においては，盆地端が破壊的な強震動を生成することに大きく寄与することが明らかになっている
(Kawase, 1996)ことからわかるように，内陸地震による震源近傍の強震動を考える上では盆地端の形状を考えることは重
要であり，適切なモデル化の方法を追求することが必要と考えられる．
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